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第332回千葉医学会例会一放射線部会一
(昭和 31年 6月 9日 於千葉大学附胃病院屋階犬講堂〉 
1. 核分裂生成物の動物体内代謝に闘すあ研究 である。主主に我々は改良された注入器具， 注入操
(特にオートラヂオグラフによ忍検索〕	 作，撮影方怯，撮影条件等の手投及び副作用を映画
渡辺勲(放射線科〉 によって供覧した。更に造影剤進入の状況を観察す
中野政雄 る為にレシトグン映画を撮影し之を供覧した。
核分裂生成物(以下 F.P.)及びこれに含まれる
諸克素及び p32の動物体内分布をオ{トグラフによ
線学的研究X胃の良性腫蕩の 3. 
白壁彦夫，熊倉賢二
って検索し，殊に骨の位置をソフテックスにて確か
め， さらにカウント数を測定して黒化像と対比し
た。 Sr.89，y91，Ce144，CS137，Zr95+Nb95，F. P.，お
よび p32を dd系マウス股腔内に注射して， 1，6，12， 
24時間， 7叉は 10日後に屠殺し， 凍結横断してマ
グロオートグラムをイ乍成した。 
Ce144+Pr:始め肝に極めて多く， 次に牌骨歯な
どであるが， 次第に硬組織に集まり 10日では骨歯
腹腎に黒化像を見る。 
Sr89: 24時間後に肝にや L強い黒化像を見るが，
他は何れも硬組織に極めて強し、。 
Zr-Nb・95:血中にてコロイド粒子となり易〈牌・
腸に多いが次第に肝に集まり 10日では肝に極めて
強く歯骨は弱し、黒化像を示す。 
y91: 6時間を頃点として肝に多く，次第に骨に多
くなる。 10日では骨に強く次に肝に強い。 
CS137 :や L筋に多い。骨組織には全く集らない。 
FP:硬組織に多し、。 7日で著明になる。
p32: 1~24時間では肝・歯骨に多いが7日では
歯骨に極めて強〈肝は遥かに弱〈之に次いでいる。
追加
井上昭彦(河合外科〉
伊藤 進，小山隆一郎
中島昭子(三輪内科〉
私どもは， 1cm前後の割合小さいと考えられる
胃良性腫傷と副障の 12例について， 行った諸検査
術式を比較し， X線諸症状の成立を分析した結果，
見落さない工夫，簡単にとられる術式およびそのと
きの像のあらわれ方は次のようになった。
最も簡単な発見法は，充盈時に透視触診を行 1. 
い，手圧を加減して粘膜離農(または造影剤の薄い
層〉の消失，出現を確めつつ胃内を探索すれば，大
きさ 5mm前後からそれ以上大きいものは見逃さ
れることはない。 
2. 敏襲形成の多い雛襲像が診断に有効で，さら
に造影剤，空気または両者混合量をやや増加して，
かえって敏壌を伸展させた像がより好適で、あった。 
3. 空気充盈法で撮影すると，前壁，後壁のポリ
ーフ。が各々特徴のある陰影を呈し，明瞭に区別でき 
る。
4. 茎のあらわすX線像には特に留意すべきで，
これはX線像上に必ず呈示しうるもので，診断，鑑
別診断にきわめて重要である。 
今回東芝で試作されたイメ{ジアンプリファイヤ
{を用いて胃のX線活動写真を撮影しこれを供覧し
た。 
2. 唾液腺造影法のX線映画 
鴻 重義， (耳鼻咽喉科〉
武宮三三，有水昇(放射線科〉 
唾液腺造影法は唾液腺疾患の最も有力なる診断法
4. の循環分折数値の検討Friedell・，Keys
松本龍ご，梅沢英正
遠藤博，米本昭彦
中村精男，稲垣義明
茂叉真枯
われわれの教室ではすでに，渡辺(昌〉が Fick-
Cournand 法を，稲垣らが Wezler・Bög~r の改良
法を，徳政は Ballistocardiograp'hを用いて，循
